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青年期の自己認知と反映的自己認知の差異からみた

適応様式の類型と精神的健康との関連

志方亮介九州大学大学院人間環境学府／出中沙来入九ナト随時醐大学

欝九州大学大学院人間環壌判服院／針城 進筑繋女学謡大学

要約

本研究の自的は，過剰選；；五、に着目した青年期の適応様式と精神的健藤との関連を明らかにすることであっ

た。最初に，岳己認知と皮挟的自己認知に着自し，青年を対象；こ適；E

青年560名

ラスタ分続による類型化を守った。その結果5つの群に分類することが出来た。さらにその類型による白

た。その結果，反映的自己認知において過剰適感的であると認知してい

るが自己認知においては過剰適応的であると認知していない群において，充実感や自己受容，自己実現の鎮

向が高いことが示された。建方 自己認知において過鵜適正、的であると認知しているほ

ことが明らかとなった。本研究の結果から，青年の対人関係における適応様式を検討する際には，自己認知

のみならず，反映的自己認知にも藩話し検討を行う在効性が本唆された。

キーワード：青年期 過瀦適応，自己認知，反映的自己認知

I. 問題

上青年期にみられる過剰適応

北村〈玲65）は，選誌について心理的側面と文

化・社会的舗面の 2側面に毘別することが出来る

と

は協讃的に働くこと

と自己の欲求充足の両者の謂和が取れている状態

を適正、が良い状態とされる。 i患者と

し自己意識の発達がみ込れる青年期においては，

自身の欲求充足のみならず，社会からの要語にも

ち，いかに適応、の湾側面のパラン

れる。

にかけて，適応における

的髄菌と社会的鵠奮の調和がとれずにアンバラン

スになった適応様式の一つに「濡騨適；；tJがある。

石津（2006）辻過剰適応について，「環境からの

要求や期待に儲入が完全に近い形で従おうとする

ことであり，内的な欲求を無理に抑圧してでも，

タもさきな期待や要求に応える努力を行うことであ

るjと定義づけた。過剰選応とは，心身症の描前

的’性格として論じられることが多く（殿関弘

1994），過剰適応、が心身の健康に及ぼす影響につ

いて以下の検討がなされてきた。例えば，強迫観

強迫行為〈益子， 2009),P-Fスタヂイ等に

みられるアグレッション反応（桑此 2003:

安保， 2007），抑うィコ（石津・安保， 2007；益子，

2010）などである。

(2009）は，過剰適応、の内的袈tl龍の一端で

ある「自己不全感jが高い場合，精神的建康も

なわれるという結果を示した。強方，石津ら（200ヲ〉

は，遇制連応、の外的鵠詣である適正、行動を，内的

な不適正、惑を補償するための適応方略として理解

これらの研究によち，

における過剰適応への理解は進んだむ

しかしこれらの研究手法は紫問紙法を娼いて当

人の主観的な自弓意識だけを清いた自己認知であ
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ることが接界として挙げちれる。

2 適応、様式における告白認知と反挟的自己認知

先述したように，「過剰適応jという適応様式

を検討する際には，告身の欲求充足に関わる内的

仁社会的な要議に応える外的適応、のニ側頭

目する必要がある。前者比錨人の内省によっ

ることが出来るが，後者は｛患者との関係

性のなかではじめて検討されうる。したがって，

過剰適応に関しでも，個人の内省だけによる f告

と「他者との関様性を意識化した自

長DJというこつの髄苦からの検討が必要で、あると

考えられる9

ところで，心理的適正、を測る基準には自己概念

のずれ（discrepancy）があるo Rogers (1954) 

は臨床場面において治療過殺が進行し，適応がよ

くなるにつれて自己概念も変容することを示した。

さらに椎野（1966）誌理想、自己と現実自

ける差異のみならず，現実自己と重要な他者かち

見られていると感じている自己との差異もまた適

として存効であると恭したG 「他者かち

られていると感じている自

した襟の自己意識は，「他者自

196が，「社会的自己J（小林， 20む1).r反映的昌

己評価J（長谷川， 2007）などと呼ばれ， f患者か

らの評留が告分自身への評倍に影響を与えるプロ

セスを仲介する変数として考えられてきた。この

ことから，青年期の適応を論じる擦には， 11m入の

自己認知にとどまらず，住者の視点をふまえた自

己理解の程度を含めて検討を行う必要がある。さ

らに，田名場ら（2003）は，社会的望ましさにつ

いて自己認知における f本Jと「みられる本Jの

需に見られる不…致が自分のパーソナサティへの

満足度を低下させることを示した。適応について

は，岳己概念の理想、と現実の不一致のみなら

らどのように見られているのかという皮映

的者自己と現実の自分についての認知における不

…致も考議する余地がある。

そこで本研究では 過剰適応、について「対人関

保において，社会や能者から

する努力を行う…方で 自己の内的な欲求充足を

ないがしろにしている遥克、様式Jと定義し青年

期における適応様式の類型化を行い，その類型に

よる精神的議接度の差異について検討を行う。

3.本研究における問題と践的

青年期における適吃、の問題は 生涯を鴻した精

神的健康江影響をもたらすものであり，多機な掻

ち検討する必要がある。青年期は社会の中に

おける自分を強く意識し始める時期であり，この

時期に顕著にみられる過剰適正、は，常に｛患者から

の百裁を念頭において意識化される遺言、様式であ

る。本研究＂（＂＇え自分自身の振る舞いについて判

断する「自己認知jと 龍者からどのように見ち

れていると感じているのかという「反挟的自己認

知jの2側面から青年期の適応諜式について検討

るc 自己認知において潜入の適応様式が自

認知にちいて過剰適応、に類するものだとしても，

生者の視点を意識した際に自己認知と異なる評領

を想定する場合， ら な009）が示唆するよう

に外的適r.t行動が補欝的に機能しないと考えられ

る。他方，偽者かちは過剰適応的だとみられるの

ではないかと感じていても 自己認知において外

的にうまく適応できていないと感じる場合も同様

精神的鰭豪誌損なわれると考えられる。本窺

究では青年期におけるi慶応に関して，自己評錨と

反映的詣己評価の不一致という観点かち類型化を

行い，その類型による遠いが構神的龍康に及ぽす

を明らかにすることを日的とするc

正方 法

1.調査態関

本議査は2012年11月下旬から12丹上旬にかけて

した。

2.調査協力者

A県内の大学生，袈期大学生および、専門学校に

う者を対象に愛関紙を600部配布し，その中か

ら回答に著しい不備が見られなかった560入の
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ヂ…タを分析の対象とした。分析対象者の性別の

内訳は男性176名，女性376名， S名であり，

平均年齢は19.6歳（SD=l.34）であっ

3.調査内容

1）過剰適応、認知尺葉：築山（200訟によって作

成された選剰適応尺度を参考に，過剰適誌の外的

鵠苦言の過剰性や内的側面の特畿がより明確に伝わ

るように文書を変えて尺疫項目を作成した。また

本研究では全般的な対人関俸のあり方を捉えるた

め相手を特定せず「期間の入j

吉己評価については 「普段の対人関係のなか

で『“お会た”について“あなた自身”がどう感じ

ているかjにづいてお尋ねします。次の項目につ

いて，“あなた自身”がどの程度 fあてはまるj

と感じますかけと教示し 24項目の震関に対し

7件法で回答を求めた。

反咲的自己都価についても同様の尺変項目

い，語尾に f～と思われているjを加え

としては「次に普段の対人関採のごとかで， f“あな

た”ιついて“あなたの思到にいる人たち”がどう

ているとあなたが感じているかjについてお

します。次の項目について，“あなた自身”

がどの軽度『あてはまるiと感じますか？Jとし

自己評価と再様に？件法で問答を求め

幻自己肯定感尺度：平酒（1990）によって作成

された吉日肯定意識尺度の短縮版から，過剰漉応

評価認知足境内の項目と内容が態捜しないものを

選定した。今回舟いた項目は対自己領域の f岳三

f自己実現的態変J.r充実感jめ 3因子と

対他者領域の「自己閉鎖性・人間不信Jの合許4

陸子であった。質関紙では「あなたの日

般を振与返って，以下の項自についてどの程度『あ

てはまるjと感じますかりという教訴のもと，

自の質問に対し7件法で回答を求めた。

3）フェイスシート：ブェイスシートとして’性別，

所属（大学名およ

4.鎗理的配癒

本務究の実施に関する鵠理的配慮として，得ら

れたデータについては統計的処理のもと留入が特

れることが無いこと，務究以外でデータを使

用しごといこと，途中で回答を拒否することが出来

ること，それいよる不利益を被らないことを明記

し，間意が得られた者に調査を張頼し

目結果

1.各尺度についての因子分者および信頼性分軒

1）過剰適応認知尺度：過剰適正、評錨尺度におけ

る自己認知として尋ねたものに た。

まず天井効果とフロア効果の確認を行ったところ，

を用い，

Promax回転を行った。因子負荷量が.30に溝たな

かった項目や重複して.30以上の高い負荷畿を示

した環器を削除して再愛分析を行った結果， 3因

子の合計13項目にまとまった。尺度全体と各留子

の信頼性をCronbachのα係数で求めたところ，

分な信頼’性が確認された。今回の因子分析により

先行研究とは異なる因子構造が示されたため，そ

れぞれの因子に新たに命名した（Table1）。

1冨子は，自信の無さや表現の抑圧，自分の

あり方の不明確性を殺す項自が去されたため，「自

己不薙証性」因子と命名した。第2昌子は， 自上

の人からの指恭にどのように対応するかを表す填

告が示されたため 「目上の入への従Jil貫性J

と命名した。第3昌子は，周盟への配患や周閣と

の関様性を保つための姿勢を

ため，「他者への舵農｜生j

吾が示された

と命名し

本研究では，過棋連立、j誌に関して自己認知と

映的自己認知に着目して適応援式の類型化を特う。

その瞭に，自己認知と反映的岳己認知について関

に基づき検討する必要がおるため，自

と反挟的指己認知に関して共通の項目によっ

て構成された尺震を用いる必要がある。したがっ

て，その後の分析を考麗し，反映的自己認知に関

しても開じ因子構造を適用することが可能かを検

る為，反映的自己認知について，自己認知の場



A
V
q
d
w
q
d
z
U
4
4
2・A
m
i

S

5

5

5

5

4

A

3

 

－
A

品。。，
u
c
n
u
p
b
胃

A

作
品

6

S

5

3

4

3

2

 

‘
 

．． 
E

・
・
・
・

.40 

.33 

3

A

U

F

3

1

々
’
削
h

d

2

9L叩

3
4
Q
M
1
i

．1
4
1
4

白
川

n
h
V
A
H
V
吟

AMAHdw
唱

I
A
A
H
v
m
h
d

Q
v
t
A
A
V
A
V

’A
凸
v
g
A

τ
i

内
’
’
副
幹

hd

a笠
民
M

d

告

e

－
 

告己肯定惑尺度の因子分析結果と積頼性換定の結果伊iromax.，最尤法）

．部

ρ
o
q，“‘
i
η
0
9
d
h
p
m
b
 

s
i
A
M
O
M
－

A
0
0
 

I 

II 

m 
79, I立：日＝.73 を示した。

7

6

2

9

5

e

5

 

Y

3

3

5

5

A

A

 

.63 

官
4
V
9
“
9
u
Q
V
A
V

’i
h
り

勾

’

司

t
巧，
e

丹

4

ヴ
’

a
u
R
U

’i
h
u
p
o
p
D
向

4

m

t
同

b

Aり

A
H
V
Aひ

AHV
内

FG
内’’

U

A
リ

過剰適応認知尺麗の臨子分析結果および信頼性犠定の結果

。J
n
b
h
v
q
G

削り

4
4
F
h
d

y
j
M
Qリ
’

」

う

ん

輔

凸

り

を
i
h
H
V

0
6
z
d
q
J
円，

G

n
汐

の

も

M
O
B

A
U

’i
A
り

Aυ

守口
M
A
U
o
υ

e

，．－．
ω

．・
．
．
．
 

※N.験的自日認知の教示で同ーの携迭を用いた場合，金体：立＝.87, I : aぉ.84, II : a 

気

m山
町

日

： 禿 英 徳 川

23張り合いがあり，やる気が出ている。

24自分はのびのびと生きていると感じる。

12充実感受感じる。

3生活がすごく楽しいと感じる0

18精神的に楽な気分である。

22 §分の好き ,;tことがやれていると思える。

2きわだかまりがなく，スカッとしている。

滋：自己受容 （a出 .83)

7自分の偲性を素直に受け入れている。

16自分なりの倒性を大切にしている。

立自分の良いところも悪いところもありのままに認めることが出来る。

32私には私なりの人生があってもいいと思う。

8§分には良い彊が全然ない。業

30やれば何かできるというそんな自信がある。

I欠点のひとつやふたつあってもかまわないと思う。

: E?.1tr砲的機認f( n = 
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Table 2 

Table 1 

22 
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と関誌の因子構造で信頼性をCronbachのα探

数で求めた合その結果，「自己不確証性j忠子で

はα＝.84,r皆上の人への従J!I貫性J
「他者への配慮性j昌子では α

α＝.79, 

尺度全体で

はα口 .87となり，十分な信頼性が確認できた。こ

のことから，過剰適応、にづいての自己認知と反映

的自己認知において，同様の昭子講造で分析を

うことができると考えられる。

2）自己嘗定感足度：自己肯定感尺度について；え

平石（1990)

短縮抜から，

現的態度J,r充実感J）と

’入間不信J) 自に対して園子分

天井効果，ブ口ア効果の確認をした

ところ部除するべき項目は令かった。因子の締出

には最尤法を用い，昭子数は国有｛直1

を設け斤omax

に溝たない項目

量をも

とまっ

は舎

自として扱い

4宮子にま

自に関して

め，全項Eを逆転

と新たに命名し

と各国子について十分な信頼性が示

さ主た（Table2）。

2. 自己語、知と反映的自己認知の差異に基づく類

型化と自己肯定惑との関連

1）自己認知と反映的昌己認知の諜興に基づく類

型化：過剰漉応、に対する自己認知と反映的自己認

的脂

く類型と自己肯定惑との関連性を

るため，過剰適応に対する自三認知と反映

との差異を求め類型イヒを行った。

まず過剰遥言、評縮尺度の下位尺度について自

認知得点から反映的自日認知得点を引き，

異を算出した（以下，この得点 と呼ぶ）。

この差異得点についてWardi去による階層的クラ

スタ分析を行った。各群の特畿を検討するために

5つのクラスタを独立変数標準化した差異得点

した 1要菌分散分析を行い，分類の

した。その結果，すべて因子におい

のHSD法による

た。

f昌己不確証性」の差異持点に怠いては，クラ

スタ 5は也のどの群よりも有意に高かった （F(4. 

4おl=164.26, p＜β1）。さらに，クラスタ 1はクラ

スタ 2，クラスタ 3，クラスタ 4よりも 1%水準

で有意に高く，間様にクラスタ 2はクラスタ 3よ

与も，またクラスタ 4＇まクラスタ 3よりも 1%7J( 

ことが示された。次に r§上の人

について記述する。「路

上の入への従頼性jにおいてもクラスタ 5が龍の

どの群よりも有意に高かった （FC4. 483) 

p<.01）。さらにクラスタ 2はクラスタ l，クラス

タ3，クラスタ 4よちも，またクラスタ 1はクラ

スタ 3よりも，クラスタ 4はクラスタ 3よりも

1%水準で存意に高いことが示されたc最後に「他

においても，クラスタ 5辻告の群

よりも有意に高かった（Ft毛 483)= 139.59, p<.01）告

さらに，クラスタ 4はクラスタ l，クラスタ 2,

クラスタ 3よりも，またクラスタ 1はクラスタ 2,

クラスタ 3よりも 1%水準で有意ぷ高いことが示

された。

以上よち，クラスタ分析による分類の妥当性が

示された。名クラスタに含まれる人数および解釈

の可能性から 5つのクラスタによる分類を採吊し

た（Fig.1）。

2）各クラスタにおける適応犠式の認知の比較と

命名：各クラスタにおける自己認知得点，ならび

に反映的自己認知得点の比較を行い，

の特徴を検許し

認知得点と

各クラスタ

自己認知簿点 した

1要因分散分析を行った（Table3, Fig. 2）。分

ら得られた各クラスタを命名したり

クラスタ 1は，「自己不確証性jにおける自己

における得点が地の群よりも高く，そのf患の

に関して辻平均よちも低かった。ま

に注目すると f自
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Fig. 1 適応接式に関する岳己認知と反映的自己認知の蓑巽iこ基づく類型化
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反較的自己認知〈臨上の人への悦j慢性〉

長狭的自日認知（{ti!.若手への配慮控〉

Fig. 2 各クラスタにおける議剰適応認知尺擦の自己認知と反頭的自己認知の得点

った。 f目上の人への従Jil要性J，「｛患者への

配慮性jの不一致は地の群よりも小さかった。 し

たがって，クラスタ lをf自

と命名した。この群に該当する者の特徴と

必要以上に地者を意識してしまい主張が出来ない

ことや，自分の行動に自信が持てないと感じるこ

とが多いものの，他者からは関様に思われていな

いと感乙ていると考えちれる。

クラスタ 2は， f自己不確証性jと「他者への

配慮性Jに撰しては自己認知の方が高く， r§上

の人への詫頼性Jに関しては反映的昌己認知の方

が高かった。また得点の差異に注話すると

らの指示に従う傾向と龍者に配慮して作動する傾

向の評価，両方ともに不一致が訴された。これら

2つの どちらも過剰適定、の外的な鶴揺を示

すため，クラスタ 2を f外的適応、不…致群Jと

名した。この群に設当する者の額向として，対人

関係における自己の行動は詑巌的な意図が背景に

ある訳ではなく，告よの人からの指示や要求に

ているが，一方で周閥の入かちは飽者を

した店発的な仔動であると患われていると感じて

いると られる。

クラスタ 3は， 自己認知と反映的岳己認知の差

全体的に反映的臨己認知の方昌
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Table 3 過穀適応認知尺度得点の各クラス女関比較（ 1要因分数分析）

自己認知1

（自己不確震性）

クラスタ 2

クラスタ 3

クラスタ 4

4.01 

3.75 

3.58 

0.86 

0.91 

0.95 

172 

95 

95 

25.17 
** 5＞え 3,4 

1>2, 3, 4 
2＞ヰ

度校給自5認知1

（自己不確蓋性）

クラスタ 2

クラスタ3

クラスタ4

；主63

3.92 

3.31 

0.82 

0.87 

0“92 

帥 3>1,4, 5 

2>1,5 

* 2, 5＞ヰ

172 

95 

95 

17.06 

自2認知な

（？抑i様性〉

クラスタ 2

クラスタ 3

クラスタヰ

3.97 

3.49 

3.61 

0.83 

0.87 

0.95 

内ぷ

K
M
w
h
M

7
s
Q
M
G》

ー ** 5>1, 3. 4. 

2>3 

合 5>2霊 2＞に 4

11.34 

疫侠信自己認知2

（従j際性｝

クラスタ2

クラスタ3

クラスタヰ

3.70 

4.73 

3.65 

0.81 

0.88 

1.06 

対 3>1,2,4, 5 

；と 1>5

* 4>5 

172 

95 

95 

32.53 

自己認知3

（他者への配慮殺）

クラスタ 2

クラスタ3

クラスタ 4

4.61 

4.95 

4.98 

。事69

0.82 

0.84 

172 

95 

95 

13.38 
時 5>1,2,3,4

4蓑：3>2

度峡的§2認知3

（他者への配憲性｝

クラスタ 2

クラスタ3

クラスタ4

クラスタ5

4.53 

4.96 

3.79 

3.83 

0.80 

0.87 

0.79 

0.87 

172 

95 

95 

53 

33.77 
帥 3>1.2,4,5

2>1.4, 5 

ψ く .05.**P< .01 

たことから「反映的過剰適応、群Jと

した。クラスタ 3は期囲からは，あまち

ず，自分というものがなく，周囲や巨上の入の様

子には敏感であり，配慮、的であると思われている

と感じている。次に岳券の感覚については，

に対して多少配慮するが，男爵

ると強く感じることもなく，自分の主張を見失う

こともないと感じているa

クラスタ 4は，自己認知における「也者への配

憲性」のみが平均よりも高く，ぞれ以外の得点試

平均よりも低かった。また差異得点に注践すると，

「他者へのま議性」にちいて皮映的自己認知の方

たことから「他者配憲詮不一致群Jと

した。クラスタ 4に該当する者の特畿として自

身の感覚では周閤の人たちに配躍し社会的な約

束事も遵守しているにもかかわらず，他者からは

にま癒しているようには思われていないと

じている。また「自己不確証性Jに関しては自

においては顕著に低く，需識に他者評倍にお

いても抵く，その不一致性は小きかった。したがっ

てクラスタ 4は，最も明確な自己をもっている群

ると考えられる。

クラスタ 5は自己認知得点が全静的に高い僚を

示し，その一方で反映的自己認知は全体的に低い

舗を示していた。また差異鐸点に関しても全体的

に龍の群よりも高い檀を示していた合したがって，

クラスタ 5を「過剰漉Et欝Jと命名した。この群

に該当する者の鎮向として 吾身の感覚では吾上

の入や周囲の人の犠子に気を配っており意見も開

き入れているが，自分を見失ってしまうことや，

うまく自分を表現出来ないと感じることが多いQ

しかし｛患者からはそのように見られておらず，配

慮的でもなく，また自己主張も出来てお与我慢す

ることは少ないと思われていると感じていること
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通剰適応認知の類型による畠日常定惑の比較 (1要国分散分析）

2，外的適応 札 笈挟 的 4，他者配慮後
不一致群 議毒事j遺志感群 不一致群

Table 4 

F値5，過剰適応感群

4.56 

1.34 

4.68 

0.97 
M
M
m
N
一M
m
w

1.49 他者償頼感 n.s. 

3.94 

1.06 

4.29 

LOO 

4.41 

1.12 

4.13 

0.91 

3.88 

0‘87 充実感 料 3>13.94 

4.68 

1.07 

4.97 

0.87 

問
蛾
純
一
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m

約
対
抗
ヨ
一
幻
部

A
U
‘

nu
，l

舗
バ
せ
宅
よ

M

m

N

一M
m
ω

帥 4.3>1 
• 3>2 7.02 霞己受容

紳 3>1.5 
’4>5 

4.81 

4.08 

1.58 

4.73 

1.16 自己実現的態度

また「他者配慮性不一致群Jは f過剰適応、群jよ

りも有意に高かった （Fc芸術＝4.81,pく05）。

五r.考繋

1. 岡子分訴の結果についての解釈

過剰遺志認知尺度に対する因子分析の結果，

W (2003）で作成された 2悶子で溝成された尺農

とは異之とり， 3国子が抽出された。各因子の項自

吉すると，抽出された 3因子のうち「自

因子に撰しては先行研究における「対島

問子」に含まれていた項自が多く存在したりまた

「自己不確証性」に含まれる墳闘の中には，石津

(2006）で作成された過剰適応尺度の「自己抑制J

と「邑呂不全感」昭子の項自と…部類怒し，

過剰適応、の内的不適正、性を本すという点で同様の

ものであった。したがって「昌己不薙証性J国子

拭，過剰適正、における内的鑓富であると解釈でき

る。一方「目上の人への従頼性」関子と「他者へ

の配議性J因子に関しては先行窃究における f対

他因子Jが2つの悶子に分解されたと考えられる。

外的な額面といえども どのように適店、している

か立よってその性質が異なってお与，「目上の入

への従頗性jは飽者からの設求に応える受動的な

外的適fit行動を，また 11也者への艶憲性Jは他者

への気遣いなど能動的な外的適正、行動を示

ると考えられるa 特に f目上の人への従頼性j悶

しミ

が考えられる。

幻自己認知と反挟的指己認知の差異に基づく

型と自己肯定惑との関連に‘ついての結果

クラスタ分析によって分類した 5群の鰐にどの

ような差があるか検討するためにクラスタ分析

によって分類した各群を独立変数として，自

を従嬬変数として 1要因分散分析を行っ

たむその結果有意な葦が見られたため， Tukey

のHSD法による多重比較を行った（TableU。

「他者信頼j漆Jについてiま有意な差は見られな

かつた （FC4. 474）立l

されてお与，多重比較の結果，

f反映的過剰適応群Jの方が「自己不確証性不一

よりも有意に高かったず（4,472) =3.94, 

p<.01）。「自己受容Jについて有意な悲が示され

ており，多重比較の結果， f他者配慮性不…致群」

の方が f自己不確証性不一致群Jよちも

く，同様に「反映的過剰適応群Jの方が f吉

よりも有意に高かった （FC4. 

475）叶胤， p<.01）岱また「反映的遺棄j適応群Jの

方が「外的適~不一致群J よ与も有意に高かった

(F C4. 475）口7.02,p<.O目。 f自己実現的態度Jにつ

いて有意な悲が示されており，多重比較の結果，

「反映的過剰適~群j の方が f昌己不確設住不一

致群Jよりも有意に蒔く 再嫌に「過剰適応群J

よちも有意に高かった （FC4. 479）口4.81,p<.01）む
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iま，白

人操式が示さ

を持つ者へのill1合的な対

ことから，当人の主体性を欠い

。地方J告

を指し，当

もとづく外的適応の側面

ると理解すること 。また，先述した

(2006）によって作成されたえ震と

「告上の入への従j頼性Jは「期待に治う

と，「他者への配議性Jは「他者配意jと し

ており，先行研究との比較においてこれらの讃慨

する直子構造をふまえて検話する必要がある。

告己肯定感尺度に関しては，平お（1990）の尺

度とはとんど同様の因子構造が不されたむ先行硯

f自己受容」ゃ「充実感jといった自

と向き合う慧度や自己の安定性を示唆する

名が付けられていることから 本研究においても

先行研究と同様に扱うことが可能である

2. 自己認知と反映的自己認知の差異に基づく類

型と自己脅定感との関連につい

クラスタ分析によって示された分類が自己言定

感にどのような影響を与えるのかを l要因分散分

軒を用いてキ食言すした。

に関しては f反映的過剥適応群」の

［自己不確証性不一致群Jよちも

された0 1B乙映的過剰適応群Jは詑較的「自己

不確在住jが低く 岳分がありのままでいられる

感覚が強いと考えられるc また周聞から配慮的な

振る舞いをしていると認識されていると感じるよ

うに，周期との関係も円滑であるため，「充実感J

たと考えられる。…方 f自己不確証’性不

は5つのクラスタの中で最も不適正、的で

あったo r自己不確証性」は他者に配患できてい

ないと感じ，自分の在主に価値を見出せないため

「充実感」を感じられないと推察された。「反映的

過剰適応、群」は f自己肯定惑jを高める要因であ

る f自己不確証性」の低さと反映的臨己語、知にお

ける門患者への配憲性J の高~

に「自己不確註性Jの低さ

したが，同様

「他者配憲性不

でiま反接的自己認知における「飽者への

が抵かった。このことから自己認知にお

ける f自己不確証性jが高いと，生活の中での

が損なわれると考えちれるc また自

における f自己不確証性Jが抵い場合に

的自己認知における「他者への配麗性jが高いほ

ど「充実感jは高まることも推察芯れる。またf自

と fj最剰適応、群Jを比較し

た場合，問者において自記認知における「自己不

このことから，自

が高い場合，た

していなくても自

知における門主者への艶憲性Jが高ければ

感jの低減は押さえられると考えられる。これは

石葬ら（2009）における過剰適応の外的側面が内

的不適感性への適応方略であるという指摘と一致

した合したがって，「自己不確証性jが高い場合

自己認知における 11・患者への配意J性j

さは，たとえ反映的自

への配癒性」が鮭い場合でも f充実感」

抑制すると考えられる。

さらに「自己受格Jに関しては，「自

性不一致群Jと ff患者配慮性不一致群J,r自
確証i主不一致群jと f反映的過剰適応、群J,r外的

適応、不適正、群jと rBミ瑛的過剰適応、群」の需に宥

されたo 1昌己不確柾性不一致群Jは

内的不適応感が強い群であるため f自己受容」も

た。また「外的適応、本一致群j

E上の人の指ホに依存していると

れ，主体的な自弓をもたないと考えられる。その

結果「自己受容jが抵くなったと考えられるc 一

方で「反映的過剰適正、群jは 他者にも認められ

る自分がいると感じるため， f留日受容」が高く

なると考えられる。さらに「｛患者艶議性不一致群J
に関しては，他者に配慮的でなくても，明確な告

もち，自分のありのままを受け入れることが

できていると考えちれる。自己認知における「自

己不確証性」に注践した場合，「反映的過剰瀦応群j
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と は間程度の抵さを本し

たものの，「自己受容jについて f外的適応不一

致群jと有意な惹が克られたのは後者のみであっ

た。つまり，「自己受容jにおいては f自呂不確

証性j以外の要因が欝いていると考えられる。「反

挟的過剰適正、群jと f他者配農詮不…致群」

因子待点に注目すると，強者評価における「飽者

における差異が顕著であった。この

ことから，「島己受容Jには反暁的自己認知にお

ける f龍者への配慮註Jが影響しておち， f自

が低い場合，反映的自己認知における

円匙者への配毒性jが高ければ「岳己受容jiま高

まると考えられる。また「過剰適応、群jにおいて

は，｛患の群との聞に宥輩、謹が示されなかった。

剰適正、群jは自己評価におけるff患者への配憲性j

が高いことから，自分iま題関に配慮できている実

感は「自己不確証性jの高さが「自己受容J
える否定的な影響を抑制すると考えられるむ

「自己爽現的態変Jに関してiえ「自

不薙託性不一致群jと「反映的過剰適正、群jの関，

f反咲的過剰適正、群jと「過剰適正、群jの関， rf車
と「過剰適応、群Jの需にそれ

された。この結果において特筆

すべきなのは「過剰適応群J-z:あり，他の群よち

も「自己現実的態度Jが低い点である。告

においては過剰適；；taきであるが，反暁的自

においては自分の適応的な努力を認められていな

いと感じていることが推察される。その結果， 目

標達成や夢の実現を話指すことが少なくなってい

ると考えられる。「反映的過窮適応群」と

とを比較すると自

てはどの関子にも大きな違いはなかった。しかし

f反映的過剰遺言、群Jの方が円患者説憲性不…設群j

よりも多くの群と有意義が示された。ただし，こ

の持群を比べると 反挟的自己認知における

しており，特に皮挟的自

ける円患者への配慮性jは大きく異なったやこの

ことから，自己認知において「自己不確証性Jが

低い場合，反映的自己認知における f他者への醍

憲性Jの程度が「自己実現的態度jに影響を与え

ていることが示されたむ自分に自信を持っている

他者から配主義的であるという評価を得てい

ると感じている者ほど臨擦を持ち人生を送ってい

るといえるc また「昌三不確証性不一致群jと「過

剰適応、群Jは，ともに自己認知における「自己不

確証性」が高く，地の群よりも f自

が弛かった。ただし「過鵜適応群Jの方が

とも帯意な惹を示しており，「昌

己不確配控不一致群Jよりも f過剰適応、群Jの方

が，「昌己実現的態度Jは低かった。この背景には，

f話上の人への従頼性jと「他者記癒jといった

外的側面の不一致性が影響していると考えちれる

田名場らな003）によると 自己離念における差

きい場合自己のパーソナワティに満足でき

ないとされている。「過剰適J;t群」は外的鱒揺の

より臨分岳身に満足できず，夢や闘

を持ちにくいことが誰測される。

V.今後の課題

本研究は，過剰適応、に着目

式の類型化を行い，精神的鰭撲との関連について

検討を持った。その結果 自己認知において自己

犠証性が高い者法ど精神的健療は抵下するものの，

イ患者の要請に従うことや配意的に搬舞っていると

いう認識によってその抵下は抑制されることが示

された。また，本務究では自己認知と反映的昌己

認知に着目して類型化を行った。その結果，自己

認知において過剰適応的であると感じており反映

的告己認知において過剰適応的ではないと感じる

群は，自記実現的態度が抵いことが示された。組

方で，自己認知においては過剰瀧店、的ではないも

のの反映的出己認知においては過嬬適応的である

と感じる群は，地の群よ与も充実感や自己受容，

自己実現的態度が高いことが示された。以上の結

における適応様式において， f也者

から過期連感的であると認識されているという
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自己認知において過剰適正、的であるという

場合よりも精神的穣撲を保つ要素であると考えら

れたり合まり，過剰適正、という適応様式を検討す

る際には，自己認知以外の髄酉に着目することに

よち適応、の外的側面についての理解が保されると

られた吉本研究では反瑛的自己認知を指標と

して取り入れたが実際に適応、的な行動を示して

いるのかは不明である。また 尺度による研究と

して，自己認知と反映的自己認知について罵操の

講或概念を仮定して検討を行っており，

いては検討していない。したがって，

としては，より実験的で流動

的な対入場面における客観的な行動を合め

という適応様式を検訴することが挙げられる。

VI縄文献

(2007）.留別的自己評鑑が自尊心に

及ぼす彰響一重要性とf患者から

果ー．人文科学議集人間情報学科編， 41,91-103. 

(1990）.青年期における吉

(I）：自己肯定性次元と昌

37,217”234. 

(2006）.過剰適応尺度作成の試み．

器本カウンセワン

137. 

(2007），中学生の持うつ

鎮向と過剰適忠一学校適応、に関する

と詣己評価評点の観点を含めてー，東北大学大

学院教育学期究科研究年報， 55.271-288. 

五津憲一郎・安課英舜（2009）.中学生の過剰遥

の告括的なブ口セスに関する研

としての気賞と環境要国として

らー．

究， 57,442-453 

北村晴朗（1965）適時の心理．誠心書房，

(2007）甲高女子大学大学技論集，人間

科学研究報 6, 27-38. 

(2003）.外界への過剰適正、に関する

一考察ー欲求不満場屈における感情表現の仕方

を乎がか与にして－．

究特紀要， 49,481-493. 

(2008). 

剰適応傑向と性格特性，

おける過

られ不支承

との関連寺カウンセリング研究， 41(2), 

151”160. 

(200ヲ）．高校生の遅剰適応、傾向と，抑

うつ， 対人恐怖心性，不変校傾向との関

2校の讃査から－．学校メンタ jレ

ヘルス， 12(1), 69-76. 

(2010）.大学生の過剰な外的適応行動

と内省銀舟が本来惑におよ ン

タルヘルス， 13(1), 19-26. 

Rogers, C. R & Dymond K. F. (1954) Psychotherapy 

and personality change. University of Chicago 

Press. 

椎野信治（1966）.適応の指標としての自己概念

の研究教育心理学窃究， 14(3), 37-44 

－佐藤清子・生々木大輔・田名場忍

(2003）.自己認知における「私J「みられる私」

がパ…ソナリティの満足度に与える効果につい

て弘前大学課鐘管理概要， 24,12-19. 

－湯浅和男・

(1ヲヲ4）.狭心症患者に

対する心身震学的観察〈第 l報）：過剰適応指

34 (7), 557-564 



30 

The relationship between the types of adaptation-style in young adults and the mental health 

from view point of the difference between self-recognition and reflective self-recognition 
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The purpose of this study was to clarify the relationship between adaptation-style and mental health. First, we 

tried to classify adaptation styles in young adults based on self-recognition and reflective self-recognition 

tendencies. In this study, two scales were administered to 560 people. These scales were "Over-adaptation scale" 

and "self-affirmation scale." When the styles of adaptation were classified using cluster analysis, 5 groups were 

extracted. Second, we examined differences in self-affirmation of the 5 groups. Results showed that the group of 

people with over adaptation in reflective self-recognition had a high tendency toward fulfillment, self-acceptance, 

and self-realization. On the other hand, it was revealed that the group of people with over adaptation in self

recognition had low overall self-affirmation. The results of this study suggest the effectiveness of considering not 

only self-recognition but reflective self-recognition when examining the adaptation style in interpersonal 

relationships of young adults. 

Keywords: young adults, over adaptation, self-recognition, reflective self-recognition 


